
陸奥湾蓬田村の漁業者とともに取り組むアマモ場の保全・造成活動
〜プロジェクトと活動の概要〜

・蓬田村は，青森県津軽半島の陸奥湾沿岸
にあり，中山山脈から流れる四本の川が美
田と養殖ホタテを育む自然豊かで四季の楽
しみが尽きない地域です。
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・組合員60名の蓬田村漁協は，年間7億
円〜10億円前後の水揚げがあり，生産
金額の98％以上がホタテ養殖とナマコ
桁曳漁業で占められています。

・ホタテ養殖は村の基幹的な産業ですが，
近年，夏場の高水温による大量斃死や成
長不良が頻発して大被害をもたらしてい
るほか，空気中の二酸化炭素が海に溶け
込むことで起こる海洋酸性化もホタテへ
の影響が指摘されています。

・地球規模の環境変化が、蓬田村の漁業
にも大きな問題を引き起こしています。

2. 代表申請者(蓬田村漁業協同組合)

NHK青森放送局



・若手のホタテガイ養殖漁業
者を中心に地球温暖化やブ
ルーカーボンに強い関心を持
つようになり，2021年度か
ら村役場，大学の支援を得て
ブルーカーボンの学習会やス
ゲアマモ場づくりに取り組み
ました。

3. これまでのプロジェクト

・また，漁協の水槽に
スゲアマモの花枝を吊
るして採取した種子を
水槽中で育苗し，翌年
に青森県が造成したナ
マコ・アマモの増殖場
に移植するなどの活動
にも取り組んできまし
た。



４. アマモ場の保全活動

・蓬田村漁業協同組合では，桁曳によって稚ナマコ
や稚魚の生息場となるアマモ場を壊さないよう，蓬
田村漁協では平成18年12月に水深6m以浅を禁漁
区とし，桁曳漁業を全面的に禁止しました。

・禁漁区はのちに水深7m以浅にまでに拡大し，ア
マモ場の保全範囲を広げて現在に至っています。

・陸奥湾では，アマモ場でナマコの桁曳漁獲が操
業されています。

・八尺と呼ばれる桁曳網で海底を引き廻しナマコ
を漁獲するのですが，アマモ場にはたくさんのナ
マコが生息するため，大量のアマモ場を採取し，
その中からナマコをより分けて漁獲している地域
もあります。

陸奥湾のナマコ桁曳操業風景(蓬
田ではありません)



自然共生サイト申請候補地

播種場所
41°00'11.2"N 140°39'15.0"E

瀬辺地漁港

5. アマモ場づくり活動

(1) 2024年度
・2025年3月に10.7トン-CO2のＪブルークレジットが認証されたアマモ場の拡大を目的
に，アマモ場の縁辺部にスゲアマモの種子を播種しました。

・2024年7月に野辺地町十符ヶ浦海水浴場から採取した花枝から選別したスゲアマモの種
子を長さ5cm，幅3cm，高さ2cmに切り分け紙粘土中に50粒入れた「種団子」を38個作
りました。

・2025年2月に蓬田村漁業協同組合の若手漁業者が漁船から海底に「種団子」投げ入れて
播種しました。

播種の位置と播種風景



(2) 2025年度
・2025年7月12日に蓬田村たままつ海の情報館で開催された，「海の生きもの観察とむつ
湾の風を知る体験会」行事の一環で玉松海岸に漂着したアマモ花枝を採取し，網袋に入れて
蓬田漁港に設置されている蓬田村漁業協同組合の水槽に保管しました。

・9月30日に蓬田村漁業協同組合の漁業者が中心となって網袋から枯れた花枝を海水を容
れたコンテナに移し，デカンテーションを繰り返すことで種子の選別を行いました。

・集めた数千粒の種子を冷蔵後に保管し，12月にアマモ場周辺に漁船上から播種すること
としました。

玉松海岸での花枝採取と網袋への収容(2025年7月12日) 種子の選別(2025年9月30日)


